
Ｉ 想念
Ｉ想念とＫ経路に関係は無い

Ｔ 「タマ」と「シヰ」の均衡

Ｋ 想念の経路（２つの経路）

（人の思考そのもの　＝　物や事にかかる全ての想念）

自然の

あらゆる

物や事

ＭＫ 物や事（現象・事象、具体的あるいは抽象的にかかわらず全て。それらに伴う偶像等も含む）

比
重

生命維持の欲求
個人的・利己的

タマ

あるいは情
または　気(キ)

シヰ

あるいは意
または　意識

・「シヰ」に地上の物質が
　寄り集まって生物が
　創られる

・「シヰ」は五感を通して
　物や事につながる(経路②)

物質

弱い

一方

通行？

一方通行？

相互

・つまり五感を通す「物や事」を
　「分ける」ことで「分かる」 経路②「分かる」

刺激や反応

　　　　物や事

　人の感覚器官（五感）
（目,耳,舌,鼻,手指皮膚）

　　　 　シヰ

注　全ての想念は経路①もしくは経路②を通す

　ＩとＫの関係は「通話内容」と「携帯電話会社」の

 　関係に例えられる

経路①

経路①

Ｅ軸

Ｍ軸

知
シル：知る
気付く

（意識を通さない）
（言葉で言えない）

・経路②=分かる
（意識を通す）
（言葉で言える）

経路②
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強い

顕在的

実体

潜在的

欲望の飽和

(感覚の麻痺)＝シヰの暴走
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